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学校事務の“質”を高めよう！！ 

                             栃事研会長 岡﨑 信二 
 新年を迎え早一ヶ月がたちました。会員の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのことと心よりお

慶び申し上げます。 
 昨年１１月２９日、宇都宮市文化会館において開催しました栃木県公立小中学校事務研究大会には多くの会

員の皆様にご参加いただき、誠にありがとうございました。また、運営準備及び分科会に当たられた各支部の

皆様のご尽力に改めて感謝申し上げます。 
 大会では、質の高い教育の実現に向けた学校事務のあり方、そのための事務職員の人材育成、研修のあり方

などをテーマとし議論を深めました。教育の質、学校事務の質を高めるには安定性や確実性を基盤としつつ、

視点や事務観を変えて子どもの学びや授業、教育活動に軸足をおいた学校事務の展開が必要です。その発想の

転換、栃事研で取り組んでいる「学校事務の組織化」「経営参画」「能力開発」の課題解決への取り組みが正に

とちぎにおけるイノベーション－変革と考えます。栃事研ではその一方策として、○自己研鑽（自学）を支援

する各組織の役割と機能 ○栃事研の研修活動の見直しと各関係機関への働きかけ ○採用からのキャリア

形成システム ○中堅からベテラン層のリーダー養成 などを念頭に研修の体系化に取り組み、秋には中堅研

修も実施しました。意識から認識へ、行動へ、会員の皆様の一層の参画をお願いいたしますとともにご支援、

ご協力をお願い申し上げます。 
 

 
 
 １１月２９日（木）宇都宮市文化会館を会場に「創

造しよう！子どもの豊かな育ちを支援する学校事務

を」を大会テーマとし、平成２４年度栃木県公立小

中学校事務研究大会が開催されました。今年度は「イ

ノベーション！共に高めよう、とちぎの学校事務

を！！」をサブテーマとし、学校事務の「質」の明

確化と具体化を図り、その実現に向けた事務職員の

資質能力向上の方策やあり方についてを中心とした

研修が行われました。 
 全体研究会Ⅰでは、文部科学省初等中等教育局参

事官付運営支援推進係長の風岡 治氏より「質の高

い教育を担う人材育成について」と題して基調講演

をいただきました。 

 全体研究会Ⅱでは「未来を創る、事務職員の学び

スタイル」というテーマでシンポジウムが行われま

した。各シンポジストの方々に、それぞれのお立場

から事務職員の資質能力向上の具体的手立てについ

てお話をいただきました。 
 支部発表では、芳賀郡市公立小中学校事務職員研

究協議会が現在取り組んでいる研修の中で、特に早

急な対応に迫られている「人材育成支援」について

「高めよう自分！深めよう絆！」－自立そして連携

へ－を研修テーマとし、発表いただきました。また、

会場からは各地区の状況についてのお話もいただき

ました。 



 

全体研究会Ⅰでは、風岡 治氏による「質の高  

い教育を担う人材育成について」と題し基調講演をい  
ただきました。 
 文部科学省では、教育の質を保証していくため「教 
員養成の改革」「教員免許制度の改革」など教員の人材 
育成の取り組みなどの具体的内容や今後の動向につい  
て詳しいお話をいただきました。 
事務職員の人材育成に関しては、国都道府県におい 

て取組状況は非常に少なく、学校や共同実施、事務研の役割が重要であると共にぜひ現場から 
の声を上げてくれるよう期待していますとのお話がありました。 

 

 

全体研究会Ⅱでは「未来を創る、事務職員の学 

びスタイル」をテーマにシンポジウムが行われました。 
シンポジストに風岡 治氏、横浜市立市ヶ尾小学校 

校長 落合 孝氏、岡﨑信二栃事研会長を迎え、コー 
ディネーターの濱岡 功栃事研研究部長の進行のもと 
質の高い学校事務を担う事務職員の学びについて率直 
な意見交換が行われました。 
 シンポジストの３名の方々は、全事研の研究部長と 
して全国の事務職員をリードなさってきました。その視点から、教育の質の向上には何を課題 
としているか、求められているものの変化に対応していくにはどのようにすべきか、そして事 
務職員が期待されている役割に応えるためには日々の自己研鑽が重要であるとのご意見をいた 
だきました。また、会場にいらした今年度新規採用となった事務職員の方と、新任事務長とな 
られた方から、身につけるべき能力や学校経営参加についての質問、疑問などを伺う場面もあ 
り、参会者と一体化したシンポジウムとなりました。 
企画・提案型の業務への移行やコミュニティ・スクールなど新たな業務への参画などに対応 

していくため、一人一人の能力開発につながる研修の重要性と「自学」の大切さ、その自学を 
しっかりと支える組織のあり方等を理解することができました。 
 

 

研究大会の参加者人数は 

407 名でした。（県外 3 名） 

 

 

河内 上都賀 芳賀 南那須 

55 69 45 9 

那須 塩谷 下都賀 安足 

56 29 80 61 



 

支部発表では「高めよう自分！深めよう絆！」－自立そして連携へ－を研修テーマに、 

芳賀支部が提案を行いました。芳賀郡市公立小中学校事務職員研究協議会（芳事研）の概要と 
「人材育成支援」「実務能力向上」「学校支援」を研究の柱とし、それを基に実施している芳事 
研の実務研修や各市町の特性を活かした取り組みについての発表をいただきました。 
 芳事研では、急速な世代交代の時期を迎え、経験の浅い事務職員を支えるための必要な支援 
を明確にする目的で、会員に対し「若年層・臨採に対する人材育成支援・研修支援を行う」た 
めのアンケートを実施しました。また、新採へもアンケートを実施し、それらの結果から支援 
を要する側と行う側の双方を合致させることで効率的な研修を行うことができます。芳事研が 
教育事務所に働きかけたことにより「新規採用・臨時採用事務職員配置校に対する事務の支援 
について」の通知が市内全小中学校へ配布されるという成果を得ることができました。その他 
にも、人事服務事務必携を見直し、様式集と記載例が収録されたデータ CD の作成、各種研修 
の伝達講習、研修会に合わせた教育事務所による説明や伝達、教育事務所への質疑要望事項の 
データ化に取り組んでいるとのことでした。 

   現在、どこの地区でも急速な世代交代という問題に直面しています。その中で、他の支部の 
状況やどのような取り組みが行われているのかについても、会場からお話しいただきました。 
芳事研のように地区全体では取り組めていないものの、各市町で集まり情報交換会を行ってい 
る他、データの配信や新採・他地区から異動してきた人への冊子の配布、各種マニュアルの作 
成、採用後３年までの初任者に対する研修やネットバンキングの導入など様々な取り組みにつ 
いてお話しいただきました。 

 
  

支部発表を終えて 

芳賀郡市公立小中学校事務職員研究協議会長 櫻井嘉昌 
 
今年度の研究大会午後の部最後に「高めよう自分！深めよう絆！」を研究テーマに、芳賀郡市公立小

中学校事務職員研究協議会（以下、芳事研）が発表を行いました。今まで芳事研では、年間４回の全体

研修を実施し、研修内容は実務研修が中心のものでした。しかし、研修について停滞感があることなど

から、２年前に研修部が中心となって研修内容の見直しを行いました。その結果、実務研修の他に１０

年先の急速な世代交代を見据えた研修を実施しなければならないことが分かりました。また各市町にお

いても研修内容の洗い出しを行い、人材育成支援が急務の研修であるとして取り込みを始めた事が、今

回の発表内容の中心的な内容となりました。発表をすることが決まり、芳事研研修部員の方々には全員

継続で研修部員として２年間残っていただきました。毎月の給与審査終了後には芳事研研修部会を開き

発表に向けての協議を重ね、今年の９月からは発表原稿の訂正などで月２回は集まっていただきました。

その苦労の甲斐もあり、発表当日にはリハーサル以上の出来映えであったと感じています。また、多く

の会員の方が静かに聞いてくださる姿をステージ脇で拝見させていただき、若い会員の方の姿が多くみ

られたことに驚きました。ここにも世代交代を感じたのは私ばかりではありませんでした。 
今回の支部発表を経験させていただいたことで、今まで以上に会員相互の「連携・絆」が深まり、今

後の活動に深まりができることを期待し、関わっていただいたすべての方に感謝申し上げます。ありが

とうございました。 



栃事研主催の研修等は、主に広報部員が取材し、活動の記録としてホームページに載せています。 

ここでは簡単にご報告をさせていただきますので、詳しくは HP をご覧ください。写真もたくさん載っています。 

 

 

新加入会員等研修会 

８月１０日（金）栃木県学校生活協同組合会館にて、平成２４年度事務職員として採用になった新規

採用事務職員１８名、臨時採用事務職員１３名を対象に研修会を開催しました。講師に小山市立絹中学

校の渡邉哲夫主任をお迎えし「今日までそして明日から」をテーマとした自己マネジメント研修が行わ

れました。また、グループに分かれて意見交換や情報交換が行われました。一人一人から日頃の悩みや

疑問などの話を伺い、同じ悩みを抱えている事務職員同士が意見を交換し、先輩事務職員からのアドバ

イスを受けることで、課題解決の糸口をつかんでいました。                                         

交流事業球技大会 

 ８月２０日（月）河内中学校体育館にて、栃事研交流事業球技大会を開催しました。今年の事業内容

はソフトバレーボール大会となり、各支部から計６１名という多くの会員にお集まりいただきました。

支部対抗ではなく、６名程度の混成チームで２０分程度の試合を行いました。珍プレーが続出する中、

華麗なプレーも見られ和気あいあいとした中で親睦を深めることができました。 

栃事研セミナー 

８月２１日（火）宇都宮市のパルティにて、栃事研セミナーを開催しました。今年度は「事務部経営

計画と評価～実践から学ぼう！～」と題し、学校課題解決に向けてのマネジメント力を身につけること

を目的としました。講師に足利市立山辺中学校の岡﨑信二事務長を、アドバイザーに７名の方をお迎え

し、講義・演習を行いました。講義では、事務部経営計画と評価についての話を聴き、事務部の取り組

みや個人の取り組みを目に見える形にすることで、学校の課題解決へのアプローチがしやすくなるとい

うことを学びました。午後は、アドバイザーの方に相談しつつ試行錯誤しながら個人毎に事務部経営計

画と評価の作成を行いました。今回の研修を通して、事務部経営計画と評価について理解を深め、学校

課題解決に向けてのマネジメントの手法を身につけることができました。 

中堅事務職員研修会 

 栃事研初のステージ別研修を中堅事務職員（経験年数１０～１９年目）を対象に、１０月２６日（金）

学校生協会館にて開催しました。講師に千葉県成田市立西中学校事務長の三浦由起子氏をお迎えし「『個』

から『組織』へ」をキーワードに、学校組織マネジメント研修を行いました。 

学校事務共同実施校連絡協議会 

 ２月１２日（火）学校生協会館にて、学校事務共同実施校連絡協議会を開催しました。今年度は、法

的整備がなされている共同実施実践地区（鹿沼市、佐野市、那須塩原市）より、法的整備に至る経緯や

事務研としての関わりを発表していただきました。 

広報部からお知らせ 

～栃事研ＨＰについて～ 

栃事研では、会員への情報提供による支援及び会員間の交流を目的とし

てホームページを公開していますので、ぜひご覧ください。 

また、日々の業務に役立つ各種データや事務処理プログラムなどの「お

役立ちデータ」を募集しています。皆様のご協力をお願いします。 

ご提供いただける場合は hp@tochijiken.org まで送信ください。 



 
 
 
 
 

今年度、３名の事務職員の方が「とちぎ教育賞」の表彰を受けられました。 
受賞に際しての感想などをお伺いしました。 

 

 

小山市立小山城北小学校 

事務長 速水 孝昭 

 

１０年ほど前には、栃事研 HP
の立ち上げに関わる中で栃事研

事務局の皆様にも大変お世話に

なりました。今の自分があるの

は、育てていただいた栃事研の皆

様のおかげと感謝しております。 
 今までのお一人お一人の出会

いに感謝し、今後は、この賞に恥

じぬように精進を積み、今までに

お世話になった皆様へ恩返しを

していければと思います。 
 誠にありがとうございました。 

 

足利市立第二中学校 

事務長 栗原 久人 

 
｢とちぎ教育賞｣を受賞して、３

ヶ月たちますがその間に多くの

皆さんから「おめでとうございま

す」と言われましたが、なぜ私が

受賞を受けたのか、何の功績もな

く自分を振り返っても分かりま

せん。恥ずかしい心境です。受賞

に際しましては、足事研の皆さん

のおかげと感謝申し上げます。こ

れを機に「学校・子供たち」のた

めに誠意をもって職務に当たり

たいと思います。今後ともご指導

をよろしくお願いします。 

 

那須塩原市立黒磯小学校 

事務長 伊藤 信子 

 
 １０月１１日さわやかな秋空

のもと、栃木県公館において「と

ちぎ教育賞」をいただいてまいり

ました。 
微力な私がこのような栄えあ

る賞をいただいてよいものかと

改めて感じております。 
これまでご指導・ご支援くださ

った皆様に感謝申しあげ、受賞の

あいさつとさせていただきます。 
 

 
 

新加入会員紹介 

自分のイメージの動物、一年間を振り返っての感想をお聞きしました♪ 

  

 

学校で働く中で、分からないことに戸惑うこ

ともありましたが、様々なことを学べることが

でき、充実した一年でした。 

宇都宮市立泉が丘小 鈴木 啓美 

あっという間の一年でした。 

周りの方々への感謝を忘れずに、まずは仕事

を確実に覚えていきたいと思います。 

日光市立足尾中 弓座 成美 

採用一年目で不安や失敗もありましたが、

多くの人々に助けていただき実りある一年

を過ごすことができました。 

宇都宮市立平石中央小 渡邊 健太郎 

辛いこともありました。 

しかし、多くの方に支えていただき、

日々笑顔でいられたような気がします。 

真岡市立大内西小 増渕 美紀 



この一年間でたくさんのことを学びまし

た。これからも頑張りますので、よろしく

お願いします。 

宇都宮市立姿川第一小 後藤 里奈 

先生方や事務職員のみなさんの支えがあっ

てここまでやってこられました。 

感謝の気持ちでいっぱいです。 

真岡市立中村南小 細谷 光 

本当に周りに支えられて何とか一年を乗り切

れました。来年度は学んだことを一つでも生

かしていきたいです。 

宇都宮市立雀宮東小 大金 崇俊 

今年一年多くの事務職員の方にお世話に

なりました。学んだことを今後に生かして頑

張りたいと思います。 

小山市立網戸小 名渕 香織 

周りの方々に支えられ、 

成長することができた一年。 

 

宇都宮市立陽東中 小太刀 大輝 

分からないことばかりの毎日。周りの

方々の支えに感謝しています。これから

も子どもたちのために頑張ります。 

小山市立豊田北小 町田 真紀 

新採の私にとって今年はまさに怒涛の一

年でした。来年は今年の経験を糧に飛躍

できるように頑張ります。 

上三川町立本郷小 細田 裕亮 

これから続くであろう学校事務人生に希望

を見出すことのできた一年でした。来年も

がんばります。 

矢板市立矢板中 直井 野乃花 

先輩方に支えていただき、無事に一年を過ごすことがで

きました。感謝の気持ちを忘れずにこれからも頑張って

いきたいです。 

上三川町立明治南小 曽雌 祐里 

新しい世界で多くの経験を積むことがで

き、大変充実した日々となりました。 

那須塩原市立塩原小 大島 雅人 

先生方や保護者の方、こどもたち、周りの

事務の先生や同期に助けられ、楽しく仕

事をすることができました。 

鹿沼市立西大芦小 渡邉 愛弓 

小さな仕事の積み重ねが、学校を変え

ると信じています。今後も学校を良くして

いこうという志で頑張ります。 

那須町立田中小 髙崎 佳奈 

今年一年、沢山の方に支えていただき本

当に感謝しています。来年も頑張ります

ので、よろしくお願いします。 

鹿沼市立上粕尾小 撫木 奈緒美 

この一年間、諸先輩方に支えられ、多くのこと

を学ぶことができました。 

これからも日々成長していきたいです。 

佐野市立船津川小 桑沢 望美 

沢山の人に支えてもらった一年間でした。 

本当にありがとうございました。これから

もよろしくお願いします。 

日光市立安良沢小 矢野 誠 

周りの方々に支えていただいた一年でし

た。今後は、何事にも自信をもって取り

組めるようにしていきたいです。 

足利市立久野小 青山 大樹 

 

あとがき 

    今年度も無事２回の発行を終えることができました。発行にご協力いただきました 

皆様、ありがとうございました。 

 寒さの中にも春の足音が一歩ずつ近づいています。年度末始の忙しさから解放され、 

のんびりと春の良い季節を楽しみたいと、毎年思ってはいるものの花粉症に悩まされ、 

仕事に追いかけられ、なかなか思い通りにいかないのが現状です。何はともあれこれ 

から忙しい日々が続きますが、皆様お体を大切になさってください。 
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